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【年通号数】公開・登録公報2020-006
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   Ｈ０１Ｓ   5/10     (2021.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｓ    5/10     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｅ
   Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和3年5月31日(2021.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　１．３．３．　第３変形例
　次に、第１実施形態の第３変形例に係る発光装置について、図面を参照しながら説明す
る。図１０は、第１実施形態の第３変形例に係る発光装置１３０を模式的に示す断面図で
ある。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　図示の例では、「ｐ」は、７であり、「ｑ」は、６であり、「ｒ」は１である。ｐ個の
格子点Ｇで構成される図形は、６回対称である。格子点Ｇは、図示しない正六角形の各頂
点と、該正六角形の中心と、に配置されている。第２柱状部３０ｂの中心Ｃと、第２柱状
部３０ｂの中心Ｃに最も近い格子点Ｇと、の間の距離は、例えば、５ｎｍ以上２５ｎｍ以
下である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　上述した発光装置２００では、図１１に示すように、柱状部集合体４０は、７個の柱状
部３０からなっていた。これに対し、発光装置２２０では、図１３に示すように、柱状部
集合体４０は、３個の柱状部３０からなる。図示の例では、格子点Ｇは、図示せぬ正三角
形の各頂点に配置されている。
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